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「マルチ・ファンクション・クッカー“E-JET"J 

西 耕平 (にしこうへい〉ニチワ電機(株)砂荷役営業本部畏

1 はじめに

園内の厨房にスチコンが登場し 20年ほどになる。

スチコンは、従来までの単機能な調理器とは一線を画

くし「蒸す湯がく 煮る炊く 抄め風揚げ風

焼く」と多彩な加熱調理を 台で乙なした。しかも、

経験と勘に依存した加熱調理の加減を、 TT(Tem 

perature & Time/温度と時同づり による計数管理を可

能にした革命的な機器であり、厨房システムの近代化

に大きく貢献をしたといえる。本項では、スチコンに

続く厨房の革命機として、従来の煮込み系調理に使用

された、テイノレティング プレーシィング ノ子ンや

スープケトルに変わる、次世代の多機能加圧釜「マル

チ ファンクション クッカ CMultifunction Pres 

sure Cooker) “E~JEγ」をご紹介する。

2" Iマルチ・ファンクション・クッ力
(多機能加圧釜)“E-JET" J 

正式名称「マノレチ ファンクション クッカー

(Mu1世間ctionPr酎 sureC∞ker/多機能加圧釜〉“E
JET"Jは、九州電力株式会社本居エネルギーソリュー

ション部技術サボ トグノレ プと、当社、 電気厨房機

器専門メ カ のニチワ電機(株)技術開発部キッチ

ンシステム総合コンサルティング室との共同開発で誕

生した。

標準機器仕様は、本体外形寸法 1320XI000Xl向。、

鍋容積80リットル(満オ時〉、定格電圧と消費電力は

3相 200V14kWである。調理温度範囲は、 30-320"C

にて、苅でる煮る 焼き抄める調理をし、プラス、

厨房の省エネに貢献する lWCまでの圧力調理と、 E

JET (蓄熱調理〉モ ドを標準仕様としている。また、

従来の鍋釜では対応し辛かった、計量コントロールは
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写真マルチ ファンクンヨン クッカー(多機能加
圧董)“E-JET"

ホテノレノ子ン2/3サイズX2としているので、 スチコン

のシステムとの連携が可能であるのと、料理の品質管

理には不可欠な芯且記録機能も搭載されている。いわ

ゆる、スチコン同様に、計数背理が求められている厨

房システムの体系化に貢献できる仕棟が標準搭載され

ているのである。因みに、釜の回転は電動式で自動で

あり労働環境改善にも貢献している。

3 基本調理操作

開発の切っ掛けは、調理に時間がかかる者t~み系料

理を、スチコン同様に温度と時間をコントロ ノレする

己とで、鍋釜大量調理の近代化を目的とした己とにあ

る。また、煮込み系料理は、ソフトな食時の仕上がり

から長時間調理が強いられるので、相当な労働力とエ
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